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緒言 

 

 豚サーコウイルスは環状一本鎖 DNA ウイルスで、これまでにタイプ 1～4 型が確認されている。そ

の中でも豚サーコウイルス 3 型（以下、ＰＣＶ３）は 2016 年にアメリカで初報告後、国内外で広く

浸潤していることが明らかとなっており 1)～3),8)～14)、全身性の炎症性疾患、繁殖障害、呼吸器症状

等、様々な症状の豚からの検出事例が報告されている 2)4)5)。単独感染では臨床症状を示さないが、

感染により末梢血単核細胞の増殖を抑制し 6)、宿主免疫の低下を引き起こすことから、豚熱ワクチン

免疫付与の阻害要因となる可能性が懸念されている。また、野生いのししがレゼルボアとされてお

り、海外の調査では 5～7 か月間にわたり持続感染したとの報告がある 7)。さらに、ＰＣＶ３は豚サ

ーコウイルス 2 型（以下、ＰＣＶ２）と遺伝的な近縁度は低く、既存のＰＣＶ２ワクチンとの交差性

はない。 

ＰＣＶ３の農場内や体内におけるウイルス動態や病原性については明らかになっておらず、国内外

での報告は多数あるものの本県での浸潤状況は不明であることから、県内の動向や浸潤状況を明らか

にすることを目的に、初めて遺伝子検査を実施したので報告する。   

 

材料と方法 

 

１ 供試材料 

2016年～2021年度に採材した病性鑑定豚の肺または脾臓のパラフィン包埋材料 62検体、2022年～

2024 年度に採材した健康豚プール血清 482 検体、野生いのしし血清及び臓器乳剤 950 検体を供試し



た。 

 

２ 検査方法（遺伝子検査） 

（1）ＰＣＶ３ 

Palinski ら 1)の方法に従って、ＰＣＶ３のＯＲＦ２領域（capsid protein）を標的としたリア

ルタイム PCR 検査（プローブ法）を用いて Quant Studio5 で行った（表 1）。 

 

        表 1 リアルタイム PCR 検査 

  

（2）豚熱ウイルス 

CSF/ASV Direct RT-qPCR Mix&probe（with ROX ReferrenceDye）ver2 を用いて Quant Studio5

で行った。 

結果 

 

1 飼養豚のＰＣＶ３保有状況 

（1）病性鑑定豚と健康豚の陽性率 

   病性鑑定豚で 53％、健康豚（農場別・検体別）で 2022 年度：54％・23％、2023 年度：39％・

17％、2024 年度：68％、26％で、全体では健康豚で 22％がＰＣＶ３陽性となり、病性鑑定豚の

方が高い傾向（表 2）にあり、2016 年度から複数の検体で陽性となった。（表 3）。 

 



          表 2 病性鑑定豚と健康豚の陽性率比較 

          

表 3 ＰＣＶ３が検出された病性鑑定豚の年度分布 

 

（2）養豚場毎の陽性率 

今回の調査を実施した 28 農場のうち 24 戸（86％）が陽性となった（図 1）。 

          図 1 県内養豚場へのＰＣＶ３浸潤状況 

 

   農場ごとのＰＣＶ３検出状況は、3 年間継続して陽性は 8 戸、隔年での陽性は 16 戸、陰性は 4

戸だった（表 4）。 



        表 4 農場ごとの年度別ＰＣＶ３検出状況 

 

2 野生いのししのＰＣＶ３保有状況 

（1）ＰＣＶ３年度別陽性率 

野生いのししでは、2022 年度：13％、2023 年度：7％、2024 年度：8％だった。2022 年～2024

年度にかけて 77 検体が陽性となり、各年度で大きな差は認めなかった（表 5）。 

 

            表 5 野生いのしし年度別陽性率 

 

(2）ＰＣＶ３浸潤地域 

   ＰＣＶ３陽性野生いのししの年度ごとの発見地点の推移により、県央・県北地域から、県西地

域へ陽性エリアの拡大を認めた（図 2）。 

農場 2022 2023 2024 農場 2022 2023 2024
1 ＋ ＋ ＋ 15 ー ー ー

2 ＋ ー ＋ 16 ー ー ＋
3 ＋ ＋ ＋ 17 ー ー ＋
4 ー ＋ ＋ 18 ＋ ー ＋
5 ＋ ー ー 19 ＋ ー ー

6 ー ー ＋ 20 ー ー ＋
7 ー ー ー 21 ＋ ー ＋
8 ＋ ＋ ー 22 ＋ ＋ ＋
9 ＋ ＋ ＋ 23 ー ー ー

10 ー ＋ ー 24 ー ー ＋
11 ー ー ＋ 25 ＋ ＋ ＋
12 ＋ ＋ ＋ 26 ー ー ＋
13 ＋ ＋ ＋ 27 ＋ ー ー

14 ー ー ー 28 ＋ ＋ ＋



 

図 2 ＰＣＶ３陽性野生いのしし浸潤地域 

 

（3）雌雄別陽性率 

   いのししでは雄の方が行動範囲が広いとされているため、雌雄での陽性率を比較した。雄は、

全体で 9.9％、雌は 4.9％が陽性であり、雄の方が陽性率が高い傾向にあった（表 6）。 

 

      表 6 雌雄別陽性率 

 

（4）成獣・幼獣別陽性率 

   成獣の方が行動範囲は広く、ウイルスへの生涯接触期間も長くなるため比較した。成獣は全体

で 4.8％、幼獣は 1.7％で陽性であり、成獣の方が陽性率が高い傾向にあった（表 7）。 

 

2022年度 2023年度 2024年度



    表 7 成獣・幼獣別陽性率 

 

（5）ＰＣＶ３と豚熱ウイルスの関連性 

   ＰＣＶ３陽性群の豚熱ウイルス陽性率は 9.1％、陰性群の豚熱ウイルス陽性率は 5.3％と、Ｐ

ＣＶ３陽性群の方が豚熱陽性率が高い傾向にあった（表 8）。 

 

        表 8 ＰＣＶ３と豚熱ウイルスの関連性 

 

 

 

 

まとめ及び考察 

 

ＰＣＶ３はアメリカで初報告のみられた 2016 年には県内にすでに侵入していたことが確認された。

また、86％の農場が陽性であり、複数年度でＰＣＶ３が検出された農場もあったことから、多くの農

場で常在し農場内で循環している可能性が示唆された。本ウイルスは単独感染では臨床症状を示さな

いとされるが、他病原体との混合感染により注意が必要になる為、飼養衛生管理の徹底が必要となる。

さらに、病性鑑定豚の方が陽性率が高いことから、他県と同様に 9)本県においても混合感染により、

臨床症状を増悪したと推察される。 

野生いのししの陽性率は 10％前後で推移しているが、陽性野生いのししの生息域は年々拡大して

PCV3＼豚熱 陽性 陰性 合計
陽性 7 70 77
陰性 46 827 873
合計 53 897 950



いることから、野生いのしし間でウイルスが循環しており、レゼルボアとして感染拡大に関与してい

る可能性がある。また、雄または成獣の方が陽性率が高いことから、行動範囲が広く、ウイルスへの

生涯接触期間が長い程陽性率が高くなる傾向にあった。しかし、今回の調査では野生いのししの幼獣

及び豚熱陽性検体数が少なかったため、今後更にデータを蓄積していく必要がある。 

さらに、農場へのＰＣＶ３の感染経路として、陽性野生いのししの浸潤地域と農場の位置関係から、

豚－豚間では外部からの侵入や農場内での循環、いのしし－豚間ではいのしし由来の株が関与した可

能性が考えられるが、今回の結果からは陽性いのしし発見場所から距離が離れている農場も多く、野

生いのししと飼養豚間の関連性は不明である。人や車両等を介した伝播も考えられるが、正確な感染

経路を把握するには検出されたＰＣＶ３株を遺伝子解析し比較する必要がある。 

 

展望 

 

今回の調査で、2016 年には県内にＰＣＶ３が侵入していたことが確認されたため、今後更にさか

のぼって県内の侵入時期を解明していく。 

また、過去のＰＣＶ３陽性病性鑑定検体の病理組織学的検査を再度実施することで、ＰＣＶ３が引

き起こす特徴病変を検索していく。通常、病変の局在部位を検索するためには免疫組織学的検査を実

施するが、現在ＰＣＶ３の免疫染色用抗体は存在しないため、組織上のＰＣＶ３核酸を in situ 

hybridization により検出することで局在部位の検索を行う。なお、本県では 2021 年の豚熱発生以

降、豚病性鑑定が激減している為、サンプル数を増やすために家畜衛生部局等他機関との協力も検討

していきたい。 

さらに、ＰＣＶ３株を遺伝子解析することで、飼養豚と野生いのししとの関連性や、農家間の疫学

上の関連性からＰＣＶ３の侵入経路の推察や、同一農場由来株を経時的に追跡することによるウイル

スの動態確認、本県と他県の流行株の比較による県内のＰＣＶ３浸潤状況の更なる情報蓄積を行う。 

これらにより、病態及び家畜生産性への影響を明らかにするとともに、生産者への情報共有・注意

喚起を行うことで、家畜衛生対策の一助としていきたい。 
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